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豊島岡女子学園・理科化学問題のくわしい解説
すぐる学習会

2020年第１回

２ (1)から(7)の問題を解く前に，問題文を読んでわかることをきちんと整理しましょう。

[1]で，Ａだけが電流が流れなかった あ．アンモニア水
ので，「い」のアルコール水よう液か い．アルコール水よう液……………×
「お」の砂糖水です。 う．酢
[2]で，Ｂ，Ｃ，Ｄでは何も残らなか え．塩酸

ったのですから，Ａは固体が残りまし お．砂糖水……………………………Ａ
た。 か．食塩水
ですから，Ａは「お」の砂糖水であ き．水酸化ナトリウム水よう液

ることがわかり，「い」のアルコール く．石灰水
水よう液はどれにもあてはまらないこ け．炭酸水
とになります。

[4]で，ＢＴＢ液の色が変化したのですから，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆは酸性かアルカリ性で
す。
[3]で，ＣとＦは赤色リトマス紙の色が変化したのですから，ＣとＦはアルカリ性で

す。
よって，ＢとＤは酸性になります。

ＢとＤは「う」の酢か「え」の塩酸か「け」の炭酸水です。
ＣとＦは「あ」のアンモニア水か「き」の水酸化ナトリウム水よう液か「く」の

石灰水です。
ところで[2]により，Ｂ，Ｃ，Ｄは水を蒸発させると何も残らない水よう液であるこ

とがわかっています。ということは，Ａ，Ｅ，Ｆは固体が残るわけです。
よって，Ｃは「あ」のアンモニア水に決まり，Ｆは「き」の水酸化ナトリウム水よ

う液か「く」の石灰水かのどちらかです。

表にまとめると，右の表のようにな あ．アンモニア水……………………Ｃ
ります。 い．アルコール水よう液……………×

う．酢……………………………ＢかＤ
Ｅは残っている「か」の食塩水しか え．塩酸…………………………ＢかＤ

ありえません。 お．砂糖水……………………………Ａ
か．食塩水

[5]で，ＤとＦが反応し，Ｅと同じ き．水酸化ナトリウム水よう液…Ｆ？
もの，つまり食塩ができました。 く．石灰水…………………………Ｆ？
よって，Ｄは「え」の塩酸になり， け．炭酸水………………………ＢかＤ

Ｆは「き」の水酸化ナトリウム水よ
う液になります。
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表にまとめると，右の表のようにな あ．アンモニア水……………………Ｃ
ります。 い．アルコール水よう液……………×

う．酢………………………………Ｂ？
[6]で，炭酸水素ナトリウムと混ぜて え．塩酸………………………………Ｄ

気体が発生するのは，酢です。 お．砂糖水……………………………Ａ
酢は，炭酸水素ナトリウム，炭酸ナ か．食塩水……………………………Ｅ

トリウム，炭酸カルシウムと混ぜると き．水酸化ナトリウム水よう液……Ｆ
二酸化炭素が発生します。 く．石灰水……………………………×

け．炭酸水…………………………Ｂ？

これですべての記号が決定しました。 あ．アンモニア水……………………Ｃ
い．アルコール水よう液……………×
う．酢…………………………………Ｂ
え．塩酸………………………………Ｄ
お．砂糖水……………………………Ａ
か．食塩水……………………………Ｅ
き．水酸化ナトリウム水よう液……Ｆ
く．石灰水……………………………×
け．炭酸水……………………………×

(1) Ａ「お」，Ｂ「う」，Ｃ「あ」，Ｄ「え」になります。
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(2) 次のような反応式が問題に書いてありました。

10％の塩酸80ｇの中には，80×0.1＝8（ｇ）の塩化水素がふくまれています。
5％のアンモニア水60ｇの中には，60×0.05＝3（ｇ）のアンモニアがふくまれていま

す。
8 3

下の反応式のように，塩酸は 倍，アンモニアは 倍になっています。
75 35

56 45
通分すると，塩酸は 倍，アンモニアは 倍です。

525 525
アンモニアの方が，倍率は小さいです。

3
小さい方に合わせるので塩化アンモニウムも，110ｇの 倍ができます。

35
3 66

110× ＝ ＝9.42…（ｇ）で，小数第2位を四捨五入すると9.4ｇになります。
35 7

(3) たとえば日本酒は，お米の中のブドウ糖を発酵させてアルコールを作ります。
はつこう

ですから①の答えは「い」です。
また，ワインならワインビネガーという酢になるように，②の答えは「う」です。
酢はさらに酸化されると，二酸化炭素と水になります。

＋ アンモニア 塩化アンモニウム

75ｇ 35ｇ

塩酸

＋ アンモニア 塩化アンモニウム

75ｇ 35ｇ

塩酸

倍

3ｇ8ｇ

3
35

倍8
75

110ｇ

110ｇ


